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地震後の周知では手遅れです。事前に周知する
（例：トイレ内に周知チラシ貼付、庁内掲示板での周知）

□

職員用携帯トイレの保管場所と数量を確認する
（保管場所           、数量         個）

□

地震発生直後に携帯トイレを職員へ配布する方法を周知する
（配布場所           ）

□

携帯トイレの使用方法について、事前に周知する □

使用済の携帯トイレの廃棄場所を決めておく
（普通ごみ回収までの庁舎内集積場所             ）

□

確認の手順を把握し、必要な人数と役割分担を決めておく □

トイレの水が流下する敷地内の最終ますを確認しておく
（最終ますの場所は                ）

□

確認に必要な備品を用意しておく
（例：流下確認用の色水、ますを開けるに必要なバール等）

□

確認する訓練を実施する □

・人は1日5回くらいトイレに行くそうです。
 何日分の備蓄があるのか確認をしておきましょう。
 備蓄日数=備蓄数÷（職員数×5）       日分
・携帯トイレを使用する際、濡らしたり便器の汚れを防いだりするため、ポリ袋
 を用意しておきましょう。便器を覆うには、４５L の大きさの袋が安心です。
 最低でも便器の数分の枚数は備えておきましょう。
・1人1日に使用するトイレットペーパーは、約8メートルです。
 7日分の必要長さは約56m（1ロール）です。
・停電時、夜間の暗闇でのトイレ使用に備え、ライトがあると便利です。
・断水してもウエットティッシュや手指消毒液があると、手を衛生的に保てます。
・携帯トイレ以外にも、おむつや生理用品、尿パッドなど、各々が必要なものも
 備えておきましょう。

大地震(震度6弱以上)発生に備えたトイレに関する事前チェックリスト（令和○年度）

■発災時のトイレ使用

■職員用携帯トイレ

■トイレの使用可否確認

■参考情報

〈携帯用トイレの使い方〉

〈トイレの使用可否の確認方法〉

①下の階から順番に色水を流す。

②汚水最終ますで色水を確認する。

①②を繰り返す。

〈汚水最終ますのイメージ〉

24



25



26

★


